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（12）正常 SDラットの血糖変動に及ぼす鍼通電刺激の効果
　　　　　　　―刺激部位による効果差と機序に関する検討―
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要　　旨 

【目的】
鍼通電刺激（以下 EA）による血糖降下作用に関して複数の報告が存在するが，効果の経時変化
や刺激部位による効果差について同一実験系で明確に示した報告はない．今回我々は腹部及び足部
への EAが血糖変動に及ぼす影響について経時的に検討し刺激部位による効果差を検討した．
【方法】
雄性 SDラットを Control群，腹部 EA群，足部 EA群の 3群に分け麻酔下にて留置したカテーテ

ルから経時的に採血し，EA（15Hz，10mA，30分間）を行った．実験①では空腹時の状態で EA
刺激後 180分間にわたって血糖値及びインスリン値の変動を観察し，HOMA-Rを指標としたイン
スリン感受性についても検討した．実験②では，Hyperglycemic Clamp法を用いて EA前後におけ
るインスリン分泌の変動を観察した．
【結果】
実験①：EA群では刺激開始後 5分より血糖値が降下し，30分間の EA終了時に血糖降下が最大

となり，刺激終了後約 180分で前値に復する傾向を示した．血糖降下総量は，両 EA群ともに
Control群と比べて有意に高く，さらに腹部よりも足部において有意に高い値を示した．血漿イン
スリン濃度には群間で差を認めなかったが，HOMA-Rは足部 EA群で低値を示した．実験②：血
漿インスリン濃度の経時的変動の群間差は有意には至らなかったが，EA刺激中のインスリン濃度
は増加傾向にあった．
【考察及び結語】
空腹時の EAによる血糖降下作用は腹部刺激より足部刺激でより大きく，刺激後 180分程度で回
復することがわかった．HOMA-Rの結果から足部 EAによる血糖降下作用にはインスリン感受性
の変化が関与していることが示された．一方腹部 EAでは HOMA-Rの変動は明確でなく，
Hyperglycemic Clampにおいてインスリン分泌の増加傾向を認めたことから刺激によるインスリン
分泌亢進が関与している可能性も示唆された．


